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１．研究の問いと目的
小学校音楽科の実践現場に立つ教員は，日々，どのようなことに悩み，どのような課題
に直面しているのだろうか。量的な調査ではとりこぼしてしまうような少数の意見を丁寧
に聞き出し，日々の授業実践の傍らにある課題を明らかにすることができないかと考えた
のが本研究の端緒である。以下３点を研究目的として設定し，対話による調査を開始した。

１）小学校音楽科の日々の授業実践の傍らにある課題の一端を明らかにすること。
２）それへの対処法や参考となる文献を示すことで，小学校音楽科の質的向上に寄与す
ること。
３）小学校音楽科について研究テーマ設定の素材を提示すること。

２．研究方法
研究方法は，現職教員２人（小学校での教職歴２２年，１４年）との対話の分析および文献
研究である。対話の質問項目としては，以下の２点を設定した。

・歌唱，器楽，音楽づくり，鑑賞のそれぞれの分野で，課題だと感じることはどんなこと
か。また，それに対してどのように対応してきたか。
・歌唱，器楽，音楽づくり，鑑賞それぞれの分野で有益だった資料は何か。

対話を行う前までに各自で上記の質問の答えとなる内容を書き起こしてきていただき，
それをもとに１回９０分間の対話を計５回行った。期間は，２０１６年４月～５月の間である。
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３．課題と対応
以下，対話の中で見いだされた課題とその対応および有益な資料について，歌唱，器楽，
音楽づくり，鑑賞の領域ごとに記述していく。

（１）歌唱の活動に関するもの
大きく分けて「読譜指導に関わるもの」，「発声指導に関わるもの」の二つが挙げられた。

○読譜指導に関わるもの
（ア）譜読みが無味乾燥なトレーニングになりやすい。
○発声指導に関わるもの
（イ）教師の指示が「口を大きく開けて」や「大きな声で」といった言葉がけに終始して
いる傾向がある。

（ウ）発声指導そのものが不足している。
（エ）全体指導の中で，個々人の歌唱力をいかに上げるか。
（オ）高学年になると声量が出ないクラスがある。
（カ）人数，場によって歌声作りが違うという認識を持たずに画一的な指導をしてしまう。

（ア）の対応としては，「教師とセミサークル状に座った子どもたちが対面でコール＆
レスポンス形式で歌うことで一体感が生まれるやり方がうまくいった」や「音取りの過程
をルーティン化し，子どもたちが見通しを持って活動するようにすることが有益だった」
ということがあげられた。音取りのルーティン化とは，新曲は３回で覚えることを約束と
して，１回目は心の中で歌う，２回目は３０％の音量で歌う，３回目は７０％の声で歌うなど
ステップを決めておくことで子どもたちが見通しを持って学習することができるというも
のである。
（ア）に関連しては，階名唱についてどのように扱うかという課題も関連してあげられ
る。移動ド唱法，固定ド唱法の長所と短所を踏まえたうえで，実践現場でどのように階名
唱を取り入れていくか，読譜指導をどこまでをどのように指導するかは，今後の研究が必
要な部分である。読譜指導が効果的に行われれば譜読みが楽になることは明らかだが，段
階的にどのように指導していくかについては，学習指導要領では位置づけられていないた
め，体系的に指導していくことが難しいのが現状であろう。また，譜読み段階がトレーニ
ングになりやすいのは，歌唱，器楽ともに共通した事項である。
（イ）の対応としては，「教師の語彙が少ないためにおこるものである。万能ではない
が目安として竹内秀男（１９９８），および富澤裕（２０１０）で紹介されているような言葉かけ
の例を知ることで解消されるものがあるということがあげられた。また，身体の使い方な
どについては，生田久美子ら（２０１１）による「わざ言語」の研究が示唆的であったという
見解も示された。音楽科の指導における「わざ言語」の有効性については，山口亮介ら
（２０１７a）において考察されている。
（ウ）の対応としては，「普段のポップスの発声と異なる発声があることを示すこと（ポッ
プスの発声法を批判するものではない）」，「よく響く場所で歌ってみる」「高い声を出すた
めの準備として，狼の鳴き声などで出し方をとらえさせる」などがあげられた。また，ど
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のような発声が良いのかについての認識も必要であり，一つの発声法を押し付けるのでは
なく，ポップスでの発声方法も踏まえて多様な歌声の良さや出し方を教師自身が踏まえて
いる必要があることも指摘された。多様な声の出し方に関する対応としては，「ゾウさん
で歌ってみよう」「ライオンさんだったら？」という動物シリーズや「おしゃれなお母さ
んで」「おばあちゃんで」など家族シリーズで働きかける活動も導入段階では有効だとあ
げられた。
（エ）の対応としては，「全体の中で一人一人が声を出す場面をつくり，そこで指導を
行う」ということがあげられた。例えば，低学年では，「たけのこ一本おくれ」などコー
ル＆レスポンスの呼びかけあう活動を設定し，一人で歌う場面をつくるといった工夫があ
げられた。脈絡なく「一人ずつ歌いなさい」では緊張感が高いため，いかに自然な流れで
一人一人が声を出す場面を作り，個別のアドバイスを行うかがひとつのポイントとなるだ
ろう。
（オ）の対応としては，「低学年からの積み重ねが必要」，「学級の雰囲気も影響するた
め学級経営から考えていく」，「変声にともなって音の外れが出てきた場合には，変声のし
くみについて紹介し，声が出づらくなったり音程がとりにくくなったりすることを伝え
る」ということがあげられた。この他にも身体を動かしながら歌う活動や発声練習の一つ
としてボイスアンサンブルを導入することも効果的だと考えられる。
（カ）の対応としては，最終的にはその曲に合った声で表現できるように指導を行うこ
とがあげられた。長崎県では小規模校も多く，その際には１クラス４０名弱とは異なる歌声
づくりが求められる。教師は，画一的なよい歌声のイメージを描くのではなく，子どもた
ちの実態に応じた歌声のイメージを描くことが大切である。

（２）器楽の活動の関するもの
大きく分けて「楽器の取扱いに関わるもの」，「合奏指導に関わるもの」の二つがあげら
れた。

○楽器の取扱いに関わるもの
（キ）楽器の不足，破損があって，やりたい活動が行えない。
（ク）楽器の奏法や取り扱いに関する教員の知識が欠けている。
○合奏指導に関わるもの
（ケ）学習発表会などでの選曲の難しさ。
（コ）合奏時のパート割の決め方。
（サ）高学年の合奏などパートが複数に分かれる際には，指導の手が足りなくなる。
（シ）技能差への対応。

（キ）の対応としては，時間をかけてそろえていくしかないが，常に担当者が意識して
管理していれば大きく破損することはないため，教員の意識を高めていくことが必要とい
う意見があげられた。
（ク）の対応としては，基本的な奏法と取扱いについて教師自身が知識を得ることが必
要である。知識が不足していることで，マリンバを固いマレットでたたくことで鍵盤が痛
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むなどの楽器の破損につながったり，せっかく所有している楽器でも有効に活用できな
かったりといったことが見受けられると指摘された。これら２点の課題を解消するのに役
立つ文献としては，楽器の仕組みと奏法について知ることのできる文献である教芸音楽研
究グループ 編（２０００）や緒方英子（２００６）があげられた。
（ケ）の対応としては，いくつか選択の糧となるシリーズを知っておくことが有効であ
ると示された。例えば，教育芸術社の『小学校用 器楽合奏曲集』第１集から第３集，デ
プロMP社の「器楽合奏」シリーズは，教科書と同じレベルの合奏が掲載されているた
め普段の授業に使いやすく，発表会にはミュージックエイト社の「ドレミファ器楽」シリー
ズなどは少し難しくはあるものの充実感がある，という例が挙げられた。
（コ）の意味は，子どもたちのみならず保護者の納得を得ることも必要であることを含
んでいる。発表会などがある場合には，保護者が介在することで難しくなる場合があると
いうことが話題にあがった。例えば，「なんでうちの子は頑張っているのに〇〇の楽器を
担当できないのですか」などの申し出がある，ということである。これらを踏まえた対応
としては，オーディションでパート分けを行う際には複数の教員で行い客観性を確保する
こと，何よりもパートの決め方を子どもたちが納得する形で丁寧に説明し子どもたち自身
の納得感を高めるということが必要であると示された。ともすると不登校のきっかけとも
なりかねないため配慮しておこなうことが必要という指摘もあった。
（サ）の対応としては，支援員の手伝いがあるとスムーズであること，パートごとの練
習の際には子どもたち同士の教えあいを促すことがあげられた。ただし，子どもたち同士
の教え合いについては，グループ学習のスキルなどが必要とされるため任せきりにしない
ことも重要である。
（シ）の対応としては，技能が低い子どもの場合，合奏の際に簡易パートを用意し，そ
れで参加をさせることがあげられた。ただし，その際に重要なのは，単に簡易化すること
ではなく，学習のねらいが達成されるようにアレンジをする―「和音の響きを味わう」
であれば，和音が感じられるようにアレンジする―ことであることも合わせて指摘され
た。楽譜通りに演奏することにこだわらず，ねらいを達成させるために必要なアレンジを
加えるという発想力も時には必要である（ただし，アレンジを行う際には著作権への配慮
も必要である）。
また，技能差に関連しては，技能差を生まないようにするために鍵盤ハーモニカ，リコー
ダーなどは導入期の指導を丁寧に行うことも有効である。文献としては，リコーダーの指
導法として八木正一（１９９５）や北村 俊彦（２００５）が，鍵盤ハーモニカの指導法として松
田昌（２０１３），久保修三（２０００）があげられる。西田治（２００９）においてもその一端を考
察している。

（３）音楽づくりの活動に関するもの
大きく分けて「機会の少なさ」，「難易度の設定と発展性をもたせることが困難」，「学習
の成就感が得にくい」の三つがあげられた。

○機会の少なさ
（ス）年間指導計画の中で音楽づくりの占める割合が少ない。
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○難易度の設定と発展性をもたせることが困難
（セ）教科書に掲載されている，指定された音の中から一つを選ぶ活動は，思いや意図を
どのようにもたせるかが困難であり，それをいかに発展させていくかについても考慮
が必要。

（ソ）教科書に掲載されている活動は，学年が変わっても内容がそれほど変わらない。
（タ）図工だったら作りたい形を作れるが音楽は型にはまってしまいがちになる。
○学習の成就感が得にくい
（チ）達成感を味わわせにくい。
（ツ）現在の音楽づくりの活動は，音楽を特徴付けている要素や，音楽の仕組みにより過
ぎて子どもが「どのような音楽」をつくりたいがない。

（ス）については，３学期制でいくと年間指導計画の中で，音楽づくりを行わない学期
が出てくることとなり深まらない，ということが課題としてあげられた。これに対しての
対応は，話題にあがらなかった。年間全体，６年間全体を俯瞰的にみて，それぞれの学年，
学期でどのような活動を配していくかについては，個々の教員の努力や工夫よりもカリ
キュラム・マネジメントの視点で組織的に行う必要があるといえる。
（セ）については，教科書に掲載されている，示された音から音を選び音楽づくりをし
てく活動（例えば「うたの虹」におけるリコーダーの対旋律づくりなど）は，ごく限られ
た音からえらぶため，子どもの思いや意図をどのようにもたせるかについて難しさがあ
る。つまり導入段階としてはよい活動だが，それをいかに発展させていくかについては，
考慮の余地があるということになる。音楽づくりについては，筑波大学附属小学校音楽科
教育研究部（２０１６）などの筑波大学附属小学校の実践事例が参考となることが話題に上がっ
た。
（ソ）については，教科書で紹介されている旋律づくりは決められた音から選ぶ形に
なっている。親切な一方で，すべて正解だから間違った音がなく，どれを選んでも良いた
め，「できてよかったね」で終わってしまうことがある。これに対する対応としては，「旋
律に音が合わなかった」という経験をさせる必要性が指摘された。はじめは使用音を限ら
ずにつくってみて，「合わない音がある」という気付きからスタートさせる。あるいは，
最後の音だけは伏せておいて，合う音を探させるなどの工夫が必要だろう。一方で，「物
語に合う音楽を作りましょう」というような活動は「なんでもあり」になってしまう可能
性は高いが，思いや意図は持ちやすい特性がある。音楽づくりにける枠組み（ルール）を
いかに設定するかがキーとなるといえる。
（タ）の対応としては，即興的な表現がより有効に取り入れていくことの必要があげら
れた。そこに今までの経験が出てきたり，型のあるものだと出せない表現ができたりする
可能性があることが指摘された。
（チ）については，つくるのに時間がかかる割には達成感が味わわせにくいということ
が指摘された。これは（ソ）にも関連するが，はじめは音を選ぶだけで満足したとしても，
その活動が続いたときには満足感，成就感が得にくい。また，より自由度の高い音楽づく
りを行った場合には，「何を持ってできたとするのか」を教師自身が明確に描いていなけ
れば，子どもたちもその活動を通して何を学んだのかが不明確となりやすいだろう。対応
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としては，教師自身が何を意図してその活動を行うかを明確にすることがあげられる。
（ツ）については，一時期は「自由につくろう」という風潮があり「なんでもあり」と
いう状況の音楽づくりの活動が見受けられたのに対し，要素や仕組みの重要性が指摘され
るにあたり，そちらに傾きすぎて子どもたちの思いや意図が反映されにくい，トレーニン
グ的な学習になっているものを指摘している。思いや意図，要素と仕組み，それらのバラ
ンスを取りながら学習内容を設定していくことが対応として挙げられる。
以上の音楽づくりの課題を乗り越えるためには，音楽づくりにおけるルール設定（枠組
み）の重要性が認識される必要がある。「自由につくっていいよ」とルール設定のない，
あるいは非常に低い状態では，でたらめなものになってしまったり，どうしてよいのかと
手がとまってしまったりすることが予測される。逆に「この枠組みの中で，この手順でつ
くりましょう」とルール設定が高い状態にあると，作りやすさは増すものの，そこに思い
や意図は反映しにくい活動となる。子どもたちの実態に合わせて，適したルール設定を教
師側が用意することで，つくる楽しさを味わいながらも成就感のある活動を発展的に展開
することができると考えられる。枠組み設定の重要性は，初等科音楽教育研究会（２０１１）
pp.８２-８２において指摘されているが，枠組みをいかに設定し，６年間で発展させていくか
については，個別の学年での実践事例だけでは明らかにならないため，やはりカリキュラ
ム・マネジメントの視点からの俯瞰的な研究が今後必要であろう。

（４）鑑賞の活動
以下，６点が課題として挙げられた。

（テ）子どもたちが受身になりやすい。
（ト）鑑賞の活動にかかわる研修の機会が少ない。
（ナ）ぼんやりと楽曲を聞いて感想を書く活動に終始してしまっている。もしくは，要素
や仕組みを分析的に学習する活動に終始している。

（ニ）表現の活動と鑑賞の活動を関連させた題材構成がまだ十分ではない。
（ヌ）身体の動きをともなった表現をいかにさせるか。
（ネ）聴覚が敏感な子どもへの対応。

（テ）については，通常，音を鳴らす主導権が教師にしかないことが多く，子どもたち
が受け身になりやすいこと，「聞きなさい」という雰囲気になるという課題があげられた。
対応としては，主体的な鑑賞活動をうながすためグループ学習を取り入れた活動をデザイ
ンすることと，iPadの活用があげられた。iPadが一人に一台，もしくはグループに一台
あれば，部分だけ聞いたり巻き戻したりして確かめることができる。鑑賞の活動では「子
どもたちはここが聞きたいだろう」という教師の予測と，実際に子どもが聞きたい部分が
異なることが多々生じるが，iPadなどの再生機器を使って子どもたち自身に音を鳴らす
主導権が移れば，解消される可能性があることが示唆された。鑑賞におけるグループ学習
の展開については，山口亮介（２０１７b）において，ジグソー法を用いた取組みが紹介され
ている。
（ト）については，長崎県内では中学校向けはあるが小学校向けが少ない，という印象
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がある。また，実技系は講習会があるが，鑑賞は少ないという印象である。また，教科別
に考えると，研修の機会が多いのは国語，算数であり，音楽科の勉強をする機会そのもの
が少ないとの指摘があった。これの対応については，勉強会の場を増やしていくことがあ
げられるだろうが，誰がどのようにして主催していくかに実現するか否かがかかってい
る。また，県内でも年に一度は実技研修会が開かれている。これを主宰する側が，歌唱，
器楽，音楽づくり，鑑賞をまんべんなく学べるように４年で１サイクルという意思を持っ
てデザインしていくとよいのではないだろうか。
（ナ）については，両者ともにバランスを欠いた活動であるといえる。前者は要素や仕
組みに聴取の対象を明確にした活動が必要であり，後者は分析的な学習だけではなく全体
を味わう指導が必要である。要素や仕組みに気が付きながら，楽曲全体の曲想を味わえる
ようなバランスのとれた指導が必要であることと，音楽を聴く活動と話し合いや文章記述
を往還する活動をデザインしていく必要がある。
（ニ）については，すでに従来から指摘されていることであり，教科書の教材配列もそ
れを意図したものが散見される。ただし，題材名が「いろいろな音色を感じよう」などに
設定されていると，題材の示す内容が大きく，結局は何でもありになってしまう。表現と
鑑賞がより綿密に関連し合っていることを実感できる題材構成が必要である。また，鑑賞
曲の要素を反映した歌唱曲が作曲されて提示されていることもあり，関連が見えやすい
が，ともすると音楽的な魅力に乏しいものとなってしまうこともある。そう考えると，両
者の関連をはかるには，題材構成のデザイン力と教師によるふさわしい楽曲探しが必要と
なる。特に楽曲探しは容易ではないため，より綿密に計画された題材構成の例が示されて
いく必要があるだろう。この点については，福井昭史ら（２０１６）において，日本の音楽を
題材とした両者の関連について考察を行っている。
（ヌ）については，ともすると音楽と身体表現の関連が希薄で，「ただ音楽に合わせて
なんとなく動いている」という活動が見受けられる。そうなると何を持って良しとするか
が不明確となってしまい，学習の成就感も希薄なものとなる。音楽の仕組みや要素と関連
した身体表現を仕組んでいく必要がある。また，評価を行う際には，一斉に身体表現をさ
せた場合には見取ることが難しいため，グループ単位で表現させるなどの手立ても必要で
あること，どう動いてよいか迷う場面では，音楽と関連したよい動きをしている児童をよ
い例として共有することで学びが合いを促進することができるなどのアイディアもあげら
れた。
（ネ）については，音量の設定が課題となる。これについては，ユニバーサル授業デザ
インの観点から考慮していく必要がある。スピーカーの位置から遠い席に座らせるなどの
配慮も考えられるが，場合によってはイヤーマフで刺激を軽減することも必要であろう。
鑑賞の活動にかかわる指導法については，財団法人音楽鑑賞教育振興会鑑賞指導部会編
（２００８）など，いわゆる「おんかん」が書籍を数多く出版していることと，東京都での開
催になるが，毎年，鑑賞指導の講習会が行われており，以上の課題の対応策を学ぶには有
効である。

（５）その他
以上，４つの領域固有のもの以外として，以下の１０点が課題として挙げられた。
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（ノ）自己評価が低い子どもへの対応をいかにするか。
（ハ）気になる子どもへの対応。
（ヒ）個人指導の時間の確保・個への対応。
（フ）学習形態の工夫と配慮。
（へ）授業時数の少なさ。
（ホ）教員の苦手意識と研修会の少なさ。
（マ）教師自身が音楽について理解を深める必要がある。
（ミ）教科担任制と学級担任制。
（ム）ICT機器の活用。
（メ）静寂（サイレンス）の重要性の認識。

（ノ）については，できなかったことに敏感で落ち込んでいく児童への対応が課題だっ
たというエピソードが紹介された。（ハ）については，特定の子どもの対応に追われて全
体の指導が行き届かない状況があったというエピソードが紹介された。いずれも音楽科固
有の課題ではないため，ここでは深入りを避けるが，音楽科の授業を展開するうえで，子
ども理解については常に学びを深めていく姿勢が必要となるだろう。
（ヒ）については，たとえば，よくできる順番からＡ，Ｂ，Ｃの３グループに分けて考
える場合，Ａ，Ｂグループの子どもたちについては全体指導の中で対応し，グループ活動
や個人練習のときにＣの子どもへの支援を優先するといった配慮が必要であることが指摘
された。また，Ａグループの子どもの中でも音楽的な能力が高く，早く課題が終わる子ど
もには別途課題を与えたり，役割を与えたりという配慮も必要であるということも指摘さ
れた。
（フ）については，教師から子どもへの一斉授業は新しい知識や技能を習得する際には
必要なものであるが，ともするとレッスン形式の授業となってしまい，主体的，対話的な
学びが起こらない可能性が高い。教師が主導する一斉指導と子どもたち同士が学び合うグ
ループ学習，個々が教材と向き合う個人学習の活動をそれぞれに適した場面でデザインし
ていくことが求められることが指摘された。合唱・合奏指導などは，教師が主導して行う
レッスン形式の授業の方が短期間に成果をあげることができるが，スキルを早く高く伸ば
すことだけを求めた学習ではなく，子どもたちが主体的に，協働的に学んでいけるようデ
ザインしていくことが重要であろう。
また，近年のアクティブ・ラーニングの興隆と相まって，グループ学習が多くなってき
ているのも事実である。しかし，それはともすると「子どもたち任せ」になってしまい，
グループ学習が停滞してしまっている姿も多々見受けられる。音楽が得意な子どもが教え
ることが得意だとは限らない。グループ学習のスキルをつけ，グループ学習や教え合いが
うまく行えるように指導の手立てを組んでいくのは教師の責任であることを再認識する必
要がある。
（へ）については，言い出せばきりがない事であるが，現状の中でも工夫して音楽活動
の時間を増やしていくことができることが指摘された。例えば，合奏のパート分け，実態
把握（音程が取れているか，変声はどうかなど）は，音楽の時間外に行うことで，音楽の
授業中の活動時間を確保することができることや，朝の会での歌唱活動やちょっとした空
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き時間での１分間鑑賞などで音楽に親しませる工夫もできるといったことがあげられた。
（ホ）については，全教科を教える小学校教員だからこその課題ともいえる。これに対
する対応としては，音楽が苦手だから音楽を教えられないと考えるのではなく，手立てを
真摯に考え出すこと，知ろうとして情報を収集することが重要であること，また，そういっ
たことを学べる研修会の機会も必要だということがあげられた。「子どもができずに困っ
ている＝教師の手立てがふさわしくない」と考えて手立てを工夫し続ける姿勢が重要であ
ることが確認された。また，ケースによってどんな手立てが有効なのかという指導法の知
識を多く知っていることも必要だろう。研究会や文献が多くの手がかりを示してくれると
考える。
（マ）については，指導法だけではなく教師自身が音楽そのものをよく知ることの重要
性を示唆している。教科書は五線を用いた西洋音楽を基盤とすることから，西洋音楽の理
解，また，近年特に指摘がなされている日本の音楽の指導を充実させるためには，教師自
身が日本の音楽について知り，実践できることが重要となるだろう。しかし，前項の（ホ）
も同様であるが，教師の多忙さが指摘される中，日々の業務を行いながら研鑽をつむこと
の難しさも考慮すべきであり，合わせて，教科担任制の良さと課題について検討していく
ことも重要であろう。
（ミ）については，それぞれに良さがあるという認識が必要である。教員の知識や技能
という意味では専科がよいが，全科を担当しているからこそ分かることも多い。また，「ど
うやったら子どもたちがわかるようになるのか（できるようになるのか）」という意味で
は，音楽も他教科も同じであることから，全科を担当しているからこそ手立てをいかに仕
組むかについては考えが深まりやすいという良さもある。小学校音楽科は，教科専門の教
員が行うのか，学級担任が行うのかについては，それぞれのメリットとデメリットを考慮
したうえで選択していくことがよいと考えられる。この点については，データをもとにし
た研究が今後必要であろう。
（ム）については，電子黒板や iPadなどの活用，アプリやインターネットサイトの活
用があげられる。iPadなどが使用できれば鑑賞の活動では個々人がより深く音楽を聴き
とりながら学習を進めていくこととも可能になるだろう。また，音が出るアプリも多くあ
るため，それらも活用方法次第では音楽科の授業で有効に活用できる可能性がある。また，
オーケストラや日本の楽器については，独立行政法人情報処理推進機構（IPA）のサイト
において，無料の動画が提供されている。そういったインターネット上の資料も教員が知っ
ていることで，有効に活用することができるものと考える。
（メ）については，音が鳴っていない状態の大切さを認識する必要があるということで
ある。授業のはじめと終わりの挨拶，移動などもすべて音楽に合わせて行う場面も見受け
られ，それはそれで良さがあるが，音が常に鳴っている，という状況は必ずしも良い状態
ではないだろう。音楽の時間だからこそ，強制された静寂ではなく，居心地の良さを感じ
られるような静寂を体験させることも重要なのではないか。この点については，教師自身
が静寂の居心地の良さについて気が付くことが第一歩となるだろう。この点においてマ
リー・シェイファー（２００６）におけるサウンドスケープやマリー・シェーファーら（２００９）
におけるサウンド・エデュケーションの示唆するものは大きい。対談の中では，自然音・
環境音を収めた CDの有効活用なども話題に上がった。
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４．考察―実践現場における課題
以上，対話の中で３４点の課題があげられた。これらの課題は，大きく四つに分類するこ
とができる。

（A）指導法にかかわる課題（ア～エ，カ，シ，セ，ソ，タ～テ，ナ，ニ，ヌ，ヒ，フ）
全体指導の中で個をいかに育てるか，グループ学習のスキルの明確化と運用，読
譜指導，活動の難易度の設定，手立ての工夫，学習の成就感を実感できる学習のデ
ザイン，主体的に学習にかかわるための工夫，指導言の工夫，評価のあり方など。

（B）素材・教材研究にかかわる課題（ク，ケ，マ，ミ，メ）
指導にあたる教員が音楽そのものに対する理解を深めることの重要性を示唆する
もの。

（C）子ども理解・保護者理解にかかわる課題（オ，コ，ネ，ノ，ハ）
さまざまなニーズを持った子どもたちの理解とかかわり方，保護者の理解と対応
にかかわるもの。

（D）時間・環境の制限にかかわる課題（キ，サ，ス，ト，へ，ホ，ム）
授業時数，勉強会や講習会の機会，人手，楽器や ICT機器などの設備面の不足

にかかわるもの。

（A），（B）は，いかに指導するかという指導法にかかわる課題と，音楽そのものへの
理解を深めることを意味する素材・教材研究にかかわる課題である。これらは，分離して
いるものではなく，音楽そのものへの理解が深まれば，指導法にかかわるアイディアも豊
富になるというように互いに関連し合う課題であるということができる。素材研究・教材
研究・指導法研究という区分については，野口芳宏（２０１６）を参照した。
（C）は，音楽科固有の課題ではないが，教科を越えて教員として実践を行っていくう
えでは，避けては通れない課題であろう。音楽科に即して言えば，教師自身の音楽への理
解度が高くても，目の前の子どもを理解することなしには日々の授業は成り立たない。些
細なことのように見えるが，合奏のパートわけひとつとっても子どもたちが納得する形で
進めていくまなざしは非常に重要なものであろう。
（D）は，不足を言い出せばきりのない話であるが，やはり時間，設備，人手について
は不足感が否めないのが現状である。ただし，時間と設備に関しては，限られた中でこそ
教師の想像力が発揮されることも確かである。今回の対話の中で示されたように音楽科の
授業外の時間を有効に活用すること，設備も丁寧に保持しいてくことなどで解消される部
分は大きい。人手については，何らかの工夫をするという視点ももちろん重要であるが，
支援員などのサポートを増やすなどの人手の補充，もしくは１クラスあたりの子どもの人
数を減らすという制度改革も考えていくべきであろう。指導を行き届かせるとともに教員
の負担感の軽減という観点からも今後検討を要する点である。
以上のように，現職教員との対話から４分類３４点の課題を明らかにすることができた。
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また，前項までの部分でそれらの課題にいかに対応するかについても具体的なアイディア
や参考となる書籍を示してきた。これらの課題と対応は，いずれも小学校音楽科の現場で
直面した個人的なものであるが，個人が経験するそれらの課題や対応の中にこそ普遍的な
課題や対応が含まれていると考えられる。ここで示した課題と対応が小学校音楽科の現場
に立つ教員の手がかりとなれば幸いである。

５．まとめ
二人の現職教員との対話から再確認したことが一つある。それは，課題を課題と認識し
授業改善につなげるには，子どもと向き合い実践をすることと自らの実践を内省すること
の両輪が必要ということである。
ここで抽出された課題は，いずれも日々子どもたちと向き合い実践しているからこそ気
づける課題であるが，それだけではなく，自らの実践を省察しているからこそ気づける課
題である。日々実践を行っていたとしても，自らの実践を省察し「今回の指導でよかった
のだろうか」「もっとよりよい方法はないのだろうか」と自らに問うことがなければ，課
題が課題として浮かび上がることはない。省察なしには，課題は課題として認識されるこ
とはないのである。
教員養成段階の教育実習では自らの実践を省察する気力と時間は十分あるものの，実習
で音楽科の授業を行わない学生も多く前者が欠けやすい。反面，小学校教員としての生活
が始まると子どもと向き合う日々はあるものの多忙さから省察の機会を設けにくい状況が
あり後者が欠けやすい。
よって教員養成段階では小学校の音楽科の授業経験の機会を，現職教員対象には自らの
実践を振り返る機会やそれをもとにした勉強会の機会が必要だろう。今回，９０分５回分の
対話を行ったが，話題が尽きることはないように感じる充実した時間であった。また，参
加した２人からは現場ではなかなかこういった機会がないため，対話の機会があること自
体が有難いという意見もあげられた。実践現場における振り返りや対話の機会の重要性は
もっと認識されるべきである。
今回，あげられた課題は，音楽科の課題の一端を描いたにすぎないが，いずれも音楽科
の研究テーマとなりうるものばかりであり，今後，研究，実践の両面からの蓄積が求めら
れる。しかし，今回，課題の対応を考察するにあたり書籍の調査を行って感じたことは，
その数の膨大さである。新しい知見の蓄積は重要であるが，現在の情報を整理・分類した
り，個々の研究の関連付けを明らかにしたりするような研究，今日の音楽科を俯瞰的に捉
えることのできる研究の必要性も感じた。
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紀要１５』pp.１８９-１９８ 長崎大学教育学部 附属教育実践総合センター

松田昌（２０１３）『マサさんのさあ！はじめよう鍵盤ハーモニカ』
ヤマハミュージックメディア
マリー・シェーファー（２００６）『世界の調律 サウンドスケープとはなにか』平凡社
マリー・シェーファー ，今田 匡彦 （２００９）『音さがしの本 ≪増補版≫ リトル・サウン

ド・エデュケーション』春秋社
山口亮介 西田治 立岡昌史（２０１７a）「小学校音楽科における「対話的な学び」の授業
デザイン ―「わざ言語」の有効性と課題―」『教育実践総合センター紀要 １６』pp.
１９０-１９９長崎大学教育学部 長崎大学 附属教育実践総合センター

山口亮介（２０１７b）「音楽鑑賞活動における知識構成型ジグソー法の導入 －その有効性
と課題－」『音楽教育学４７（１）』pp.１３-２４

八木正一（１９９５）『やさしいリコーダー指導のコツと練習曲』学事出版
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